
第３回浜松市立北部中学校運営協議会 

 
令和７年２月７日(金) 

１４：００～ 会議室 

校 訓      「 切磋琢磨 文武両道 」 

学校教育目標 「 自分自身を『かけがえのない存在』であると思える生徒の

育成 」 

目指す学校像 「 あいさつができ、元気にあふれ、規律のある学校 」 

 

開会 開催要件（委員の過半数の出席）確認  ＜司会：  、記録：    ＞ 

１ 会長あいさつ 
 
 

２ 校長あいさつ 
 
 

３ 議長の選出（出席した委員の中から互選） 
 
 

４ 前回会議録確認 
 
 

５ 熟議 ＜議長：    ＞  

（１）学校関係者評価について(来年度の方策について) 

・学校の自己評価の説明(｢いじめ防止等のための基本方針について｣含む、別紙) 
 
 

・次年度学校運営の基本方針について(校長より) 
 
 

・来年度の方策について(熟議) 
 
 

（２）学校運営協議会の自己評価 
 
 
 
 

６ 報告 

・夢育やらまいか CS 加算分の報告 
 
 
 

７ 今後の予定と連絡 

 ３月18日（火） 卒業式 

 ４月25日(金) 第１回運営推進協議会 13:30～（予定） 

11月17日(月) 第２回運営推進協議会 14:00～（予定） 

 ２月６日(金) 第３回運営推進協議会 14:00～（予定） 







 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度 学校経営構想（案） 

 

浜松市立北部中学校 Ｒ７．４．１ 

 

１ 本校の特色・伝統等 
 
 ・1947 年 4 月 1 日開校（78 年目）。2012 年度に新校舎完成。 
 
 ・浜松市中心部の住宅地にあり、近隣には静岡大、浜松学院大、浜松北  高、浜松市

立高、浜松商業高、城北図書館等がある文教地区。サラリーマンのほか、自衛隊関係

者が多く見られる。 
 
 ・地域、保護者の学校への関心や期待は高く、協力的な方が多い。現在、学校全体とし

ては落ち着いており、多くの生徒が授業や部活動、学校行事等に前向きに取り組んで

いる。 
 
 ・過去には生徒指導に苦慮していた。現在も、家庭環境的に課題を抱えている生徒や、

発達特性が強い生徒、人間関係づくりが苦手な生徒も一定数見られる。保護者対応を

含め、丁寧な教育活動が必要である。 
 
 ・１年生の春に 25km を歩く三ケ日自然体験学習は伝統行事となっている。２年生の野

外活動を令和５年度より開始した（令和５年度は焼津、６年度は美浜、７年度は御

殿場）。３年生の修学旅行は、道東を訪れ北方領土学習を行っていたが、新型コロ

ナの影響により中止した（令和６、７年度は京都・奈良方面。８年度は広島・京都

方面）。 
 
２ 学校経営の基本的な考え方 
 
 かつて問題行動が多発し生徒指導に苦慮した時期を乗り越え、現在は落ち着いた雰囲

気の中で教育活動が行われている。どのようにして学校全体の落ち着きを取り戻してき

たのか。 

 当然のことながら、特効薬があったわけではない。諸先輩方が地道な努力を粘り強く

続けたからこそ、現在の北部中があることを肝に銘じなくてはならない。毎日の１時間

１時間の授業を大切にし、時には歯を食いしばって日々生徒指導を積み重ね、さらに、

部活動や学校行事に一生懸命取り組んだこと。決して力で抑え込もうとしたわけではな

く、生徒に自己肯定感、自己有用感を味わわせるためにはどうしたらよいのかと考え続

けたこと。生徒の思いに耳を傾け、困り感に寄り添い、確かな信頼関係を築いたことで

ある。 

 保護者対応にも同様のことが言える。学校への要望は「困っている」「助けてほし

い」気持ちの表れとも考えられる。短絡的にクレームと捉えて対決姿勢を示したり、逆

に怖がったりすることなく、冷静かつ丁寧に対応したい。生徒への関わりと同様、保護

者の思いに寄り添うことができる教職員でありたい。また、特に対応の難しい生徒・保

護者こそ、普段からの関係づくり、多くの職員で関われる関係づくりに努めたい。 

 一方で、最近の傾向として、レジリエンス（困難に直面したときにうまく適応する能

力）の育成が課題としてクローズアップされている。昨今、学習の遅れや人間関係トラ

ブルなど、困難に直面すると、その状況を責任転嫁したり、簡単に逃げ出してしまった

りするケースも少なくない。このような実態を踏まえ、どうしたら粘り強く困難に立ち



向かい、乗り越えて達成感を味わい、「自信」や「強さ」「しなやかさ」を身に付 

けさせ、成長させることができるだろうか。 

 生徒に「苦しい時にこそ頑張る力」を身に付けさせることは、我々教職員にとって大

きな役割の１つである。もちろん、一律に叱咤激励するだけでは生徒の心にも保護者の

心にも響かないことが多い。逆によかれと思った指導が大きなトラブルを生み出してし

まうこともある。大切なことは、相手（生徒、保護者）のことをよく知り、状況を見極

めることである。家庭環境はもちろん、生育歴や人柄、友人関係、得意なこと・不得意

なことなど、どれだけ相手のことを知っていて、どれだけ冷静に状況を見極めることが

できるか。そして、築き上げた信頼関係を土台として、教職員一人一人の持ち味を生か

しつつ、チームとして、その生徒・その保護者に合った対応をしていくことが大切であ

る。生徒・保護者の思いに寄り添うことが大切なのはもちろんだが、必要なときには愛

情を持って叱り、生徒一人一人に「頑張ろう」というメッセージを送ることができる教

職員でありたい。 

最後に、「笑顔の連鎖」について触れたい。「教職員の笑顔 → 生徒の笑顔 → 保護

者の笑顔 → 地域の笑顔」である。まずは、教職員が笑顔で働ける職場であることが大

切である。我々教職員にも得意なこと、不得意なことがある。お互いにフォローし合

い、高め合い、競い合える関係づくりをしたい。「チーム北部中」「チーム学年」とし

て一丸となり、生徒一人一人の健やかな成長のために結束できる集団でありたい。その

ためにも、平時の勤務習慣は心身ともにゆとりがあるものにしたい。日常、生徒と直接

に関わる教職員が元気でいられることが極めて大切だからである。そして、生徒や保護

者に困り感が見られるときにこそそれを支え、安心感や成長実感を与えてあげられるよ

うな職員集団でありたい。 

 

３ 校訓・学校教育目標 
 
 ・校訓     「切磋琢磨 文武両道」 
 
 ・学校教育目標 「自分自身を『かけがえのない存在』であると思える生徒の育成」 
 
  《 学校教育目標について 》 

   自分自身を「かけがえのない存在」であると思えるには、まず「自分の良さ」「自

分らしさ」に気づくことが必要である。自分にはこんな良さやらしさがあり、それを

伸ばそうとする意欲こそが「生きる力」や「学びへの意欲」になる。私たちは、生徒

一人一人の良さやらしさに目を向け、そこに気づかせ、伸ばしていくサポートをした

い。 
 
４ 学校経営の重点 
 
 ① 授業の充実 

  ・土台となる集団としての学習規律 

・どの子にも驚きや発見、成長実感が得られる授業づくり 

  ・「主体的・対話的で深い学び」を実現するための授業づくり 
 
 ② 愛情あふれる生徒指導 

  ・土台となる信頼関係、生徒理解（家庭環境、生育歴、人柄 等） 

・迅速な情報共有、組織的対応。信頼されるいじめ対応 

・生徒や保護者の思い、困り感に寄り添った生徒指導 
 



 ③ 生徒が一生懸命に取り組む学校行事、部活動 

  ・仲間との絆・感動の体験 

・困難に立ち向かおう、苦しい時こそ頑張ろうという力の育成 

・集団における個の在り方、個を結集した集団の力 を学ぶ場 
 
 ④ キャリア教育の深化、充実 

  ・将来の夢、希望、志を育む 

  ・「社会に出て通用する人に育てたい」教職員の願い 

  ・「社会に出て通用する人になりたい」生徒・保護者の願い 

 

５ 本年度の課題として 
 
 ・部活動の見直し（下校時刻の適正化、運営方針の改定、数） 

・校則の見直し（靴、靴下、防寒具等） 

 ・ＰＴＡ改革（加入率低下への対応、会費の使途、活動の在り方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

令和７年度 浜松市立北部中学校グランドデザイン 

 

校訓：切磋琢磨・文武両道 
 
学校教育目標：自分自身を「かけがえのない存在」であると思える生徒の育成 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校経営における３つの柱 

豊かな感性 健やかな心身 確かな学力 

１ 学習指導要領に沿った各教

科の指導方法と評価 

・確かな単元構想に基づいた授業 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の両立を目指す授業 

・主体的・対話的で深い学びを実現

する授業（生徒が能動的に取り組

む学習の推進） 

・ＩＣＴの有効活用 

・定着度調査と課題解決診断調査の実施 

・アウトプットの機会を増やす取組 

 

２ 学習習慣の定着 

・意欲化を図る指導の工夫 

 （どの生徒も成長実感を感じられる 

授業づくり） 

・適切な課題の提供、提出 

１ 生き方教育の推進 

・他を思いやる心、困難に立ち向かう

心、自分の非を素直に認める心な

ど、生徒の心を育む道徳教育の充実 

・読書活動の活性化 

・いじめ撲滅を意識した語りかけ 

・キャリアパスポートの活用 

 

２ 時代に合った学校行事・部活 

動の推進 

・２大行事(緑翔祭・体育大会)の充実 

・仲間との絆を深め、生き方の視野を

広げる宿泊行事 

・縦割り活動（各種コンテストの実施） 

・仲間とともに粘り強く頑張る部活動 

 

３ 支援を要する生徒の理解、 

個に応じた教育の推進 

・校内まなびの教室の活用 

・みどり学級と通常学級の交流 

１ 基本的生活習慣の確立 

・時を守り、場を清め、礼を正す 

・笑顔であいさつ 

・素直に「ありがとう」「ごめんなさい」 

 

２ 健康な体づくり 

・体育活動の充実 

意欲化を図る指導の工夫 

・保健指導 

レジリエンスの育成 

要治療生徒への指導 

感染症対策指導 

・食育指導 

・不登校、欠席生徒への丁寧な関わり 

  ＳＣ、ＳＳＷとの連携 

 

３ 安全教育の推進 

・生命尊重（命の講話） 

・避難訓練の継続と改善 

・交通安全、校内安全意識の向上 

～ 未来創造への人づくり ～ キャリア教育を核とした教育活動 

「自己肯定感・自己有用感」 

を育てる指導 

「予測できない未来に対応できる学力」 

を身に付ける指導 

「健全なる精神」と「健全なる身体」 

を育てることを意識した指導 

～ 市民協働による人づくり ～ 地域・保護者とともにある学校 

 

 

  

 

教職員 

教育に携わっているという熱い思い・愛情・専門性を

土台として、思いやりの心を持ち、お互いを認め、助け

合って何事にも取り組む職員集団（チーム北部） 

地域・保護者 

・北部中学校区の連携（小・中の連携） 

・地域の教育力を生かした教育活動推進（コミュニティ・

スクールを活用し、キャリア教育を推進する） 

協 力 



 

 

回
日時
会場

1 4月25日

金曜日

13：30～15：30

会議室

2 11月17日

月曜日

14：00～16：00

会議室

3 2月6日

金曜日

14：00～16：00

会議室

熟議テーマ
（１）学校運営の基本方針について
　　　説明　⇒質疑・応答、熟議　⇒　承認
（２）いじめ防止等のための基本方針について
      説明　⇒質疑・応答、熟議
（３）夢育やらまいかＣＳ加算分についての意見書について
（４）学校運営協議会　今年度の目標の決定

熟議テーマ

（１）生徒の実態とキャリア教育の在り方

（２）部活動の在り方

熟議テーマ
（１）学校関係者評価について
　　学校の自己評価（結果、分析・考察、改善方策
等）の　説明　⇒改善方策について熟議（この結果を
学校関係者評価として提出）⇒協議会終了後、見直
し⇒公表⇒次年度へ反映

（２）次年度学校運営の基本方針について説明
　　　説明　⇒質疑・応答、熟議
（３）学校運営協議会の自己評価

□　夢育やらまいかCS加算分の報告

学校運営協議会　年間計画
令和７年４月１日～令和８年３月３１日

※　委員の過半数の出席がないと開催できません。
※　感染症の感染拡大防止等、状況により、開催が中止、あるいは延期になる場合があります。

主な内容　熟議のテーマ　等 備考
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ホワイトボード

出入口

校長 CS担当 CSディレクター

渡辺　博幸 茂　一美 鈴木　千佳

佐野　孝輔 渡邊　薫

委員 学校支援コーディネーター

教頭 教務主任

村松　還 鈴木　寛之

谷口　幸子 高木　早由里

遠藤　喜和 石坂　昌義 教育委員会

委員 委員 総務課

委員 委員

会長

令和６年度　学校運営協議会　座席表

平間　一彦


